
事 項 内　　容

事 業 名
令和５年度四国地区高等学校定時制通信制教育研究協議大会並びに四国地区高等学校
通信制教育研究協議会（徳島大会）

期 日 令和４年７月６日（木）・７日（金）

開 催 場 所 あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）（徳島市藍場町２丁目１４）

四国地区高等学校定時制通信制教育研究協議会

四国地区高等学校通信制教育研究会

徳島県教育委員会

徳島県高等学校教育研究会定時制通信制教育研究会

徳島県高等学校長協会

徳島県高等学校定時制通信制教育振興会

NHK　NHK出版　NHK徳島放送局

公益社団法人徳島県教育会

参 加 者 １８６名（通信制：１１校４５名）

実 施 目 的
四国四県の定時制・通信制教育に携わるものが一同に会し、当面する諸問題に対する研
究協議及び情報交換を行い、定時制通信制教育の振興、発展を図る。

参 加 費 加盟校：３，０００円　　

大会の様子

後 援

実 施 内 容

成 果

開会行事
１　各会別全体会（四通研：会務報告・
２　分科会
　　①学習指導（定）②生徒指導（定）③制度・管理運営（通）④学習・生徒指導（通）
３　講演
　　「最近の非行少年・最近の青年」
　　徳島文理大学人間生活学部心理学科教授　青木　宏　氏
４　大会決議
閉会行事

　本年度は四定通（四通研）大会としてあわぎんホールにおいて完全対面での開催となっ
た。四通研として、１日目の全体会では会務報告（令和４年度事業報告、令和５年度事業計
画）、NHK高校講座ポータルサイト紹介、徳島中央高校からは「本校におけるGIGAスクール
構想推進に向けた取組」、高松高校からは「放送教育における本校の現状と今後の課題に
ついて」報告があり、その後、各校の状況や課題についての協議を行った。また、感染症対
策を徹底した上で、教育懇談会も開催し親睦を深めることができた。
　２日目は、２分科会に分かれ、徳島中央高校から「観点別評価の現状と課題について」、
「本校における多様な生徒への個別最適な指導について」の報告を行い、質疑や各校の状
況報告、情報交換を行った。また、事前にとった協議題やアンケート等をもとに時間の許す
限り、熱心に情報交換を行った。各県とも通信制高校の数は少ない中で、共通の課題を見
いだしたり、それぞれの違いを理解したりと顔を合わせて行う研究会の良さを感じた大会と
なった。

令和５年度　四国地区高等学校定時制通信制教育研究協議大会並びに
四国地区高等学校通信制教育研究協議会（徳島大会）　実施報告書

主 催



 

分科会 分野・教科 発表学校名 発表テーマ等 

第１ 制度・管理

運営 

 

徳島県立 

徳島中央高等学校 

本校における観点別評価の現状と課題について 

～通信制課程における指導と評価の一体化への取組か

ら 

第２ 学習・生徒

指導 

徳島県立 

徳島中央高等学校 

本校における多様な生徒への個別最適な指導について 

研究発表 

 

放送教育 

 

徳島県立 

徳島中央高等学校 

本校における GIGA スクール構想に向けた取組につい

て 

香川県立 

高松高等学校 

放送教育における本校の現状と課題について 

NHK番組紹介：NHK高校講座ポータルサイトについて 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ NHKエデュケーショナル 

講演会 講 師 名（所属・職名） 講 演 題 

青木 宏（徳島文理大学・教授） 「「最近の非行少年・最近の青年」  
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